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学校において令和６年度に重点化する取組及び具体的方策

5

4

4

5

地域と連携した商品開
発及び販売会の実施。
JAや農家訪問などの実
地研修の不足。

生徒に対して海外農業
実習や国際交流に関す
る案内、ガイダンスを
実施した。

国際的な企業との連
携。

Ⅳ
地域交流の拠点となる
学校

７
「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

ＩＣＴを活用し、「スマート農業」や
「ＡＩ・ＩｏＴと農業」、「クラウドシ
ステムの活用」についての学習を行う。
また、農業データ連携基盤（プラット
フォーム）について理解を深める学習を
行う。

栽培記録や生育調査な
どのデータをＩＣＴを
活用し、まとめた。ま
た、スマートフォンの
積極的な活用に取り組
み、記録に活用した。

ドローンや無人トラク
ターなどの講習。タブ
レットを活用した実習
及び授業の展開。

Ⅴ
地域防災を推進する学
校

８
「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

地域防災教育として、農地防災事業や農
地の防災協力など多面的機能について理
解を深める。また、農機具等の扱いなど
に関する安全教育を推進する。

農機具やトラクターに
関する安全講習を実施
した。

農機具メーカーや企業
との連携した授業が実
施できていないこと。
地域へ出てのフィール
ドワークや実地研修の
不足。

Ⅲ
地球環境を守り創造す
る学校

５
「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

ＳＤＧｓの考え方を基に、地域環境や農
業の現状について学習を深める。

SDGｓを授業の目標に位
置づけ、授業の到達目
標としてプロジェクト
活動等を実施した。

活動の外部発信活動の
不足。SDGsに対する理
解を深める学習活動が
不足。

６
「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

地域資源を活用した加工品の製造及び販
売を行い、地域の活性化につなげる。
異校種及び異年齢交流を実施する。地域
で行われている各種行事へ参加する。

今金高等養護学校と連
携し、緑化運動を行っ
た。地域の特産品を活
かした商品のアイデア
レシピを町役場や外部
企業と連携し、開発し
た。

町内の小中学校との異
年齢交流が少ないこ
と。町内の特産品を題
材とした商品開発・Ｐ
Ｒ活動。

Ⅱ
地域社会・産業に寄与
する学校

３
「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

出前授業やインターンシップを通して、
地域農家の生産技術や経営について学習
を行う。

振興局や農業改良普及
センターと連携し、出
前授業を実施した。ま
た、ＪＡの婦人部や青
年部の方を講師に招い
て、講演会を実施し
た。

農家インターンの受け
入れ先の新規開拓。講
演や出前授業を行って
くれる講師の方の新規
開拓。

４
「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。

地域産業についての学習を実施する。 課題研究をはじめとし
た授業内で、地域特産
品を中心とした栽培、
加工を行った。また、
地域農産物の商品開発
を実施した。

北海道檜山北高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

全国の農業高校の行動計画

Ⅰ
グローカル教育で人材
を育てる学校

１
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

総合学科の特徴を活かし、探究活動であ
るキャリア学習と連携し、ＳＴＥＡＭ教
育を推進する。また、本校栽培品及び加
工品の製造から地域行事への参加、販売
会の実施を行う。

商業科、家庭科との科
目横断的な学習を行
い、商品開発のプロ
ジェクト学習に取り組
んだ。また、各種販売
会において本校生産物
の販売を行い、地域産
業への積極的な参画に
取り組んだ。

シラバスへの位置づ
け、年次をまたいだプ
ロジェクト学習への取
り組み。また、地域へ
出ての教育活動を行う
際の受け入れ先が不足
していること。

２
「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

国際交流及び海外農業実習等の情報提供
を積極的に実施する。


